
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 ２回 開催期間

参加者数 ２６名 内訳 小学４年生 １３名

小学５年生 ４名

小学６年生 ９名

令和６年度　子ども大学はにゅう

子ども大学はにゅう実行委員会

子ども大学はにゅう

学長

副学長

実行委員

（関係団体）

埼玉純真短期大学、（一社）羽生青年会議所、

羽生市青少年相談員協議会、羽生ロータリークラブ、羽生市教育委員会

問合せ先

羽生市教育委員会生涯学習課

　／子ども大学はにゅう実行委員会事務局

TEL：048-561-1121（内線312）、FAX：048-561-6562

mail：gakushuu@city.hanyu.lg.jp

令和６年８月６日・令和６年８月８日

小澤　和恵（埼玉純真短期大学学長）

秋本　文子（羽生市教育委員会教育長）

三友　玲子（埼玉純真短期大学地域連携センター長）実行委員長



３．実施内容

８月６日（火）

10：10～11：00

災害から命を守るために何が必要かを考え直す時間になりました。

８月６日（火）

11：10～11：30、12：55～13：50

座学と大きな倉庫見学の２部構成で物流について学びました。

写真

写真ふ

る

さ

と

学

会場
埼玉純真短期大学、

熊谷通運株式会社羽生物流センター

講師 熊谷通運株式会社　社員の皆さん

１日目 開催日時

講義名
はにゅうの産業と歴史を知ろう

～物流倉庫をのぞいてみよう～

１日目 開催日時

生

き

方

学

講師 羽生青年会議所の皆さん

会場

講義名

埼玉純真短期大学

マンダラチャートを作成してみよう～防災編～



３．実施内容

８月６日（火）

14：40～15：50

ロボットにジェンガを積み上げさせるプログラミングを作りました。

８月８日（木）

9：30～10：30

紙だけでどれだけ高いタワーができるか、チームワークが求められました。

写真

写真

講師 埼玉純真短期大学　髙橋 努　先生

は

て

な

学

会場 埼玉純真短期大学

２日目 開催日時

講義名
Happy Birthday to you!

～素敵なバースデーケーキタワーを作ろう!!～

講師
ものつくり大学　平野 聡　先生、

ものつくり大学　学生スタッフ４名

１日目 開催日時

は

て

な

学

会場 ものつくり大学

講義名 人協働型ロボットを動かしてみよう



４．参加者の声

【マンダラチャートを作成してみよう～防災編～】

・いざとなったときに、どんな行動をとるかくわしく考えられて、よかった。色んな人の意見を聞いて学習になりました。

・マンダラチャートは、とても難しくて心に残る経験になりました。

【～物流倉庫をのぞいてみよう～】

・見たことない樹脂ペレットや色々なものを見られて楽しかったです。

・物流倉庫でいろいろな物が保管されていてびっくりしました。

・食べ物が、いろいろなところから来ていることを知れてよかったです。

【人協働型ロボットを動かしてみよう】

・チームの人と協力して、ジェンガを自分達なりに早く積み上げられてうれしかった。

・自分でプログラミングできて、楽しかった。　・プログラミングで物を動かしたのが初めてだったので、ドキドキしました。

【～素敵なバースデーケーキタワーを作ろう!!～】

・どうしたら高く積み上げられるか、班の人と話し合い、なかよくできた。

・紙を立てるのは、簡単だと思ったけれど、一つ立てるのも難しくて大変だったけど、楽しかったです。

・帰宅後「子ども大学に行って良かった！！」と目をかがやかせてその日やった事・見た事などを話してくれました。学校

の事などは話してくれないので、こんなにいきいき報告してくれるのが親としてうれしかったです。

・自ら物事に取り組むようになったと思います。講義も分かりやすかったと言っていました。視野も広がり来年も子ども大

学へ行きたいと言っております。

・今回、３回目の参加です。毎回違ったカリキュラムで娘もとても楽しんでいました。人見知りのある娘が、少しずつ他

校のお友達と仲良くなって２日目に笑顔いっぱいで話しているのを見ると、世界が広がっているなと感じて嬉しいです。

今後も続いていってほしいです。

・２日間お世話になりありがとうございました。参加する前は不安そうな表情で行きましたが、バスから降りてきた時には

満足そうな笑顔で帰ってきました。

参

加

し

た

子

供

の

声

（

感

想

）

保

護

者

の

声

（

感

想

）


